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す
る
」

　
講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
砂
明
徳

評
議
員
と
金
澤
周
作
常
務
理
事
が
つ
と
め
た
。
講

演
内
容
は
本
毎
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。
昨
年
に
続
き
本
年
も
盛
況
で
、
～
五
〇

名
以
上
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
無
用
真
司
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食

形
式
の
懇
親
会
が
騙
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
告
井
秀
吟
）

史
学
三
陸
照
会
財

　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
一

一
月
二
日
改
正
）

第
｝
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
如
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
著
が

　
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

　
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
次
の
直
り
で
あ
る
。

　
　
1
　
総
会
・
大
会
・
給
桑
等
の
会
合

　
　
2
　
会
誌
『
史
林
舳
等
の
発
行

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
理
事
長
｝
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

　
（
内
常
務
理
事
四
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
員

　
四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条
役
蝿
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
善
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

　
招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

　
を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

　
編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
薯
務
を
損
豪
す
る
。

　
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

　
集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

　
を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
題
し
、
再
任
を
さ
ま

　
た
げ
な
い
。

第
九
条
　
本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

　
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

　
二
種
類
と
す
る
。

　
1
．
正
会
員
2
．
学
生
会
員

第
十
条
　
会
員
は
会
誌
『
史
林
抽
の
配
布
を
受
け
、

　
か
っ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
～
条
　
会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
幽

　
し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

　
会
賃
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

　
合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
（
！
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

　
　
団
体
が
消
滅
し
た
時

　
（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

論
十
二
条
　
会
員
は
、
所
定
の
会
費
　
冠
着
を
前

　
出
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

　
怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

　
ら
に
　
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

　
会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
二
条
　
会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

　
し
な
い
。
た
だ
し
｝
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
　
｝
華
分
を
超
え
る
部
分
を
返

　
還
す
る
。

第
十
瑚
条
　
毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

　
宜
倒
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
慶
に
こ
れ
を

　
定
め
る
。

第
十
五
条
　
毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

　
会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

　
び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

　
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
十
七
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
に
始
ま
り
、

　
翌
年
三
月
に
終
わ
る
。

附
　
　
則
　
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決

　
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
鋼
及
び
物
価
変
動
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に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

を
行
う
。

　
　
　
　
　
※
改
定
箇
所
を
傍
線
で
示
し
た
。

　
　
『
史
林
輪
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
魚
心
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
x
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
書
評
・
論
文
評
　
2
こ
組
、
八
○
○
○
字
以
内

　
紹
介
3
段
組
、
～
二
〇
〇
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
慈
母
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
扁
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
①
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
一
部

　
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び
②
電
子

　
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー
タ
に
関
す
る

　
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子
デ
ー
タ
作
成

　
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を
準
備
で
き
な

　
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
ま
で
連
絡
す

　
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の

　
〈
図
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す

　
る
こ
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
揃
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
H
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六
人
巻
…
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

　
　
『
史
林
隔
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
…
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
…
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ω
O
O
◎
鷲
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
罎
∬
ω
躍
讐
霞
や
℃
げ
0
8
。
。
7
8
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

こ
と
Q

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
珊
㎜
×
m
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。
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・
鴎
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
二
倍
（
面
積

　
澱
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
…
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
掌
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
講
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
握
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
」
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

イ
）
　
欄
史
林
扇
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
ア
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
図
画
は
、
掲

　
他
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

問
合
せ
先
」
史
学
研
究
会
事
務
局

ω
躍
即
⑨
ぴ
毒
．
ξ
o
ε
と
■
8
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
○
～
○
年
～

一
増
改
定
）

　
　
受
　
　
贈
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
四
月
二
臼
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
〇
年
五
日
月
山
ハ
購
）

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
豊
本
史
学
会
）
三

　
六
・
三
七

東
北
学
院
大
学
論
集
　
歴
史
と
文
化
（
東
北
学
院

　
大
学
学
術
研
究
会
）
四
五
・
四
六

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
同
朋
大
学
仏

　
教
文
化
研
究
所
）
二
九

隅
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報
二
三

史
遊
と
美
術
（
異
業
美
術
同
職
会
）
八
〇
三

史
學
π
塀
蜘
九
（
広
島
史
学
研
究
会
）
　
二
山
ハ
七

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
五
七
・
一
五
八

昆
俗
学
研
究
所
紀
要
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

　
所
）
三
四

諸
國
叢
書
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
）
一
…
四

オ
リ
エ
ン
ト
（
軍
卒
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
ニ
ー

　
ニア

ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
難
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
三
六

山
払
A
叩
館
文
学
（
山
猛
ム
叩
館
大
学
人
・
黒
眼
＋
ム
ム
）
∴
ハ
一
志
ハ

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
〇
1
一

藝
林
（
藝
選
管
）
五
九
一
　

正
倉
院
紀
要
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
三
二

神
戸
薬
科
大
挙
研
究
論
集
賦
ぴ
轟
（
神
戸
薬
科
大

　
学
教
養
課
程
共
阿
研
究
費
）
一
〇

哲
學
研
究
（
京
都
哲
砂
美
）
五
八
九

謡
本
史
研
究
（
臓
本
史
研
究
会
〉
五
七
二
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台
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大
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大
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人
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手
本
学
士
院
紀
要
（
臼
本
学
士
院
）
六
四
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三
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木
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立
文
嘗
館
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究
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栃
木
県
立
文
書

　
館
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難

史
學
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三
田
史
学
会
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七
九
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｝
二
一

田
本
研
究
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化
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究
セ
ン
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国
際
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究
セ
ン
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豊
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館
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身
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館
大
壁
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八
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近
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代
史
研
究
（
近
現
代
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研
究
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二

龍
谷
史
壇
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龍
谷
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史
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歴
史
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日
本
歴
史
学
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四
四

〉
乞
6
譲
菊
○
℃
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い
○
臼
○
》
ピ
ω
○
三
唱
○
さ
弓
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冨

　
○
譲
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甘
信
琶
蝕
o
h
8
山
箇
諺
窯
↓
膝
労
○
℃
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－

　
じ
○
Ω
同
0
＞
ピ
G
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O
Ω
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6
磯
○
勾
2
同
℃
℃
0
8
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一
八
一
一

大
東
文
化
大
学
漢
学
會
誌
（
大
東
文
化
大
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学

　
会
）
四
九

国
家
乱
丁
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
～
三
－

　
三
・
四

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
雷
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
八
一
一
～

東
北
文
化
研
究
室
紀
要
（
東
北
大
学
文
学
研
究
科

　
東
北
文
化
研
究
室
）
五
一

東
北
文
化
資
料
叢
轡
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
東
北
文
化
研
究
室
）
五

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産

　
業
経
済
資
料
部
門
と
三

エ
ネ
ル
ギ
i
史
研
究
一
石
炭
を
中
心
と
し
て
一

　
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部

　
門
）
二
五

日
本
学
刊
｝
》
℃
》
窯
国
ω
国
ω
↓
¢
O
薦
ω
ハ
中
国
社

　
会
科
学
欝
欝
本
研
究
所
中
華
黒
本
学
会
）
二
〇

　
一
〇
．
二

新
潟
産
業
大
学
入
文
挙
部
紀
要
（
薪
潟
産
業
大
学

　
東
ア
ジ
ア
経
済
文
化
研
究
所
）
一
＝

東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

　
所
）
一
二

　
　
　
会
　
　
皆

　
本
号
は
定
価
二
〇
〇
〇
円
で
す
が
、
会
員
価

　
格
は
＝
一
〇
〇
円
に
致
し
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
草
平
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
特
集
号
、
本
年
は

「
民
族
」
を
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
ア
メ
リ
カ
中
心
主
義
が
広

が
る
と
と
も
に
、
各
地
で
と
も
す
れ
ば
強
硬
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
巻
き
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
を
顧
み
ま
す
と
、
い
ま
ま
た
「
民

族
」
や
「
国
民
国
家
」
と
い
う
枠
組
み
を
改
め
て

考
察
す
る
重
要
な
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
本
号
を
通
じ
て
、
皆
様
の
ご

研
究
に
何
が
し
か
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
味
読
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
光
宜
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
算
ε
＼
＼
毒
≦
≦
．
路
蒔
終
演
（
霧
ξ
巳
愈
な
＼
幽
巳
震
．
げ
酢
ヨ
一

　
（
移
転
・
リ
ニ
ュ
…
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
）

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

史99
唇
嬰
藷
翻
定
価
二
、
○
○
○
周

忌
　
第
九
四
巻
第
｝
号
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通
巻
第
四
八
烈
号
〉

　
京
都
市
左
京
醒
吉
田
本
町
京
獺
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学
文
学
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〇
七
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〉
七
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三
－
二
七
八
七

　
　
　
F
A
X

発
行
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印
刷
所

三態
印京　○学
届瑠夫δ
株窒馬苧研

式翁　蓋究
A藁　　～
ux菱H　　黒
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